
いちごドリルプリント

日本の資源と産業 名前

問1 太陽光や風力、地熱のように、自然界に存在し、一度利用しても比較的短期間に再生し、枯渇することなく繰り返し利用できるエネルギー資源
を総称して何といいますか。 （2018年 北海道公立入試 類似）

1. 化石燃料 2. 再生可能エネルギー 3. コジェネレーション 4. バイオマスエネルギー

問2 有人トラクタと自動運転トラクタを協調させて作業を行うなど、農業分野における先端技術の活用に関する記述として、統計的な事実に基づい
た適切なものはどれですか。 （2024年 長野県公立入試 類似）

1. 自動運転技術を導入すると、シス
テム管理に要する時間が増えるため
、結果として1日あたりの合計作業時
間は従来よりも長くなる。

2. 有人トラクタと自動運転トラクタ
を組み合わせて作業を行うことで、1
時間あたりの作業面積を拡大させ、
生産効率を高めることができる。

3. ドローンを用いた農薬散布は、従
来の手作業による散布と比較して作
業時間がかかるため、現在は試験的
な導入にとどまっている。

4. スマート農業の普及により、農薬
散布や耕作などの作業における人手
は全く不要になり、全ての工程がAI
のみで完結するようになっている。

問3 ある統計資料において、東京都23区の「夜間人口を100とした時の昼間人口比率」は129.8％となっており、住宅地価格を比較すると東京都の
平均が1平方メートルあたり約49万円であるのに対し、埼玉県などの隣接県は約10万円となっています。このデータから読み取れる日本の都市
部における状況として正しいものはどれですか。 （2022年 長野県公立入試 類似）

1. 都心部の地価が安いため、都心回
帰が進み、昼間人口と夜間人口の差
はほとんどなくなっている。

2. 都心部では、夜間にその場所に住
んでいる人よりも、昼間に仕事や通
学で滞在している人の方が約3割多い
。

3. 昼間人口比率が100％を超えてい
るのは、都心部の夜間人口が周辺県
に比べて極端に多いためである。

4. 周辺県の住宅地価格が都心部と同
程度まで上昇したため、都心から周
辺県への人口移動は止まっている。

問4 近年、日本を含めた世界各国で太陽光や風力などの再生可能エネルギーの導入が急速に進められている背景として、最も適切な説明はどれです
か。 （2020年 新潟県公立入試 類似）

1. 放射性廃棄物の処理問題を解決し
、エネルギーの100%自給を短期間
で達成するため。

2. 化石燃料に比べて発電コストが極
めて低く、天候に関わらず安定した
電力を供給できるため。

3. 広大な土地を必要としないため、
都市部などの限られたスペースでも
大規模な発電が容易なため。

4. 地球温暖化の主因とされる二酸化
炭素の排出を抑え、脱炭素社会を実
現するため。

問5 2014年の日本の貿易統計において、中国への輸出額は約13兆3800億円であり、これはオーストラリアへの輸出額である約1兆5000億円の8倍
以上（約8.9倍）に相当します。このような日本の貿易相手国に関する実態について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2016年

長崎県公立入試 類似）

1. オーストラリアは石炭や鉄鉱石の
重要な供給元だが、日本からの工業
製品の輸出額においては中国を上回
っている。

2. 日本にとって最大の貿易相手国は
依然としてアメリカであり、中国と
の貿易総額はアメリカを大きく下回
っている。

3. 中国は日本の最大の貿易相手国で
あり、輸出額と輸入額の合計である
貿易総額において極めて大きな割合
を占めている。

4. 中国への輸出額は多いものの、輸
入額が非常に少ないため、貿易総額
ではオーストラリアよりも小規模で
ある。

問6 日本の就業構造に関する統計において、東京都、神奈川県、大阪府、愛知県などの大都市圏で74％以上の高い割合を示し、その他の地域と比較
して際立った特徴となっている産業分類はどれですか。 （2022年 茨城県公立入試 類似）

1. 鉱業、建設業、製造業を主体とす
る第二次産業

2. 商業、サービス業、情報通信業な
どを主体とする第三次産業

3. 伝統的な工芸品の製造や特定の地
域資源を活用する地場産業

4. 農業、林業、漁業を主体とする第
一次産業

問7 日本の住宅用太陽光発電の普及状況について、都道府県別の設置割合を比較した際に、設置割合が低い地域に見られる地理的・気候的な共通点
として最も適切なものはどれですか。発電効率に大きく関わる日照時間の観点から答えなさい。 （2023年 秋田県公立入試 類似）

1. 梅雨の時期が長く湿度が非常に高
いため、機器の腐食が進みやすい瀬
戸内海沿岸の地域

2. 冬の季節風の影響で曇天や降雪の
日が多く、年間を通じて日照時間が
短い日本海側の地域

3. 標高が高く年間の平均気温が低い
ため、精密機器であるパネルの動作
が不安定になる内陸の山岳地域

4. 夏から秋にかけて台風の通過経路
となりやすく、強風や降水の影響を
受けやすい太平洋側の地域

問8 2019年の統計によると、日本の鉄鉱石と石炭の輸入先において、いずれも輸入量で第1位となっている国はどこですか。また、その国について
述べた文として正しいものを選択してください。 （2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. インドネシアであり、東南アジア
の島国で、近年は石炭だけでなく天
然ガスの輸出も多い。

2. ロシアであり、ユーラシア大陸北
部に広大な国土を持ち、パイプライ
ンによる資源輸送が盛んである。

3. オーストラリアであり、広大な土
地で露天掘りによる大規模な採掘が
行われている。

4. ブラジルであり、南アメリカ大陸
の大西洋側に位置し、アマゾン川流
域の資源開発が進んでいる。

問9 地域ごとの産業別就業者数を分析する際、秋田県（第1次産業割合9.2％）よりも愛知県（同2.3％）の方が、第1次産業に従事する人数の実数が
多いという逆転現象が起こる主な要因は何ですか。 （2017年 長崎県公立入試 類似）

1. 分母となる就業者総数が、愛知県
は秋田県の約7倍以上という大きな差
があるため。

2. 愛知県は第3次産業の就業者も多
いため、相対的に第1次産業の人数も
押し上げられるため。

3. 愛知県では大規模な施設園芸農業
が盛んであり、1次産業の生産性が秋
田県より低く多くの人数を必要とす
るため。

4. 秋田県は人口減少が著しく、統計
上の割合が高くても実際にはほとん
どの農家が廃業しているため。

問10 近年の日本における観光産業の現状について、訪日外国人一人当たりの旅行支出の内訳を見ると、宿泊費、買物代、飲食費の3項目が大きな割合
を占めています。このうち、全体の3割以上を占めて最も割合が高い項目として適切なものはどれですか。 （2025年 千葉県公立入試 類似）

1. 買物代 2. 飲食費 3. 娯楽等サービス費 4. 宿泊費

問11 2014年における年齢階層別のインターネットショッピング利用率の統計において、その特徴的な傾向を正しく説明しているものはどれですか。
（2018年 大阪府公立入試 類似）

1. 家事や育児、仕事などで多忙な世
代を含む30代後半において、利用率
が高い水準にある。

2. 定年退職後の時間を活用した買い
物が増えたため、60代の利用率が30
代の利用率を大きく上回っている。

3. インターネットショッピングは若
者特有の文化であるため、50代以上
の利用率は2002年からほぼ変化して
いない。

4. 24歳以下の若年層の利用率は、2
002年時点と比較して5倍以上の開き
が出ており、全世代で最大の伸び率
である。

問12 日本の鉱産資源の輸入状況について述べた文として、石炭の輸入構造を正しく説明しているものはどれですか。 （2019年 神奈川県公立入試 類似）

1. かつてはオーストラリアが最大で
あったが、現在はロシアからの輸入
が最も多い。

2. 輸入先は特定の国に偏らず、カナ
ダ、ロシア、中国から均等に輸入し
ている。

3. 最大の輸入先はオーストラリアで
あり、輸入全体の半分以上を占めて
いる。

4. 最大の輸入先はインドネシアであ
り、東南アジア諸国との貿易が中心
である。


